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受信者主導メディアの到来

今月はRSSを、「電子メール、ウェブに続く第三のインターネットメディア」と題して特集した。「ちょっと

大げさでは……」、と思われた向きもあるかもしれない。しかし以下のように、それらの主たる特徴を大

掴みに整理してみると、確かに新しいメディア形態であることがわかる。。

電子メール ： 発信者主導の、特定の人に向けたメディア

ウェブ　 ： 発信者主導の、不特定多数の人に向けたメディア

RSS ： 受信者主導の、特定のコンテンツの更新を知らせるメディア

これらをリアル世界のメディアと対比してみると、その差はさらに鮮明になる。まず、電子メールの特

徴は当然ながら手紙に近い。ウェブに一番近いのは出版か。さて、RSSに近いものは？ どうも商業メ

ディアにその概念が見当たらない。強いて言えば、友人間の口コミくらいではないだろうか。つまり、従

来から私たちが利用してきた商業メディアは一方向流通なので、受信者主導型はあり得なかったのだ。

RSSは、受信者が情報に出会える仕組みの効率化という点での革新だと思う。WWWの生みの親で

あるバーナーズ-リー博士は今号のインタビューで、RSSの意義は“Notification（通知）”にあると評され

ておられる。ということは、RSSがビジネス的にもっとも大きなインパクトを与える領域は、宣伝・広告

ということになるのだろうか。

最近はやりのSNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）は、自分が認めた人とだけ情報をやりと

りする仕組みであり、RSSと同様に、情報の「流通をコントロールする」機能と見ることができる。これ

らの技術の進化は、今後なにをもたらすのだろうか。確実に言えることは、発信者と受信者との距離が

縮み、情報市場におけるマッチング効率が向上していくということである。いよいよ、「双方向性」という

ネットワークメディアの本質が具現化してきたように思う。
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